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第 1 章： セットアップ 
 

Agile 方法論に従ってプロジェクトを管理できるよう、CA Clarity™ Agile で

ユーザ、ロール、製品およびリリースをセットアップします。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

ユーザ (P. 7) 

ロール (P. 9) 

製品 (P. 11) 

リリース (P. 13) 

スプリント (P. 19) 

かんばん (P. 20) 
 

ユーザ 

ユーザを Salesforce.com のユーザ リストに追加して、CA Clarity™ Agile に

ユーザとして追加することができます。 次にユーザをチームに追加し、

ユーザ ストーリーとタスクを割り当てることができます。 

［ユーザ］ページには、CA Clarity™ Agile で割り当てることができるユーザ

が表示されます。 ユーザのリストは、すべてのユーザ（既定）またはプ

ロジェクト別にフィルタリングできます。 
 

Salesforce.com でのユーザの追加 

ユーザが利用できるユーザ プロファイルは、Salesforce のライセンスに含

まれています。  

注： ユーザ プロファイルの詳細については、「管理ガイド」のアクセス権

に関する付録を参照してください。 

システム管理者のみが、Salesforce.com にユーザを追加できます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［Setup］をクリックします。 

2. 左ペインの［Administration Setup］から、［Manage Users］をクリック

します。 
 



ユーザ 
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3. ［Add］をクリックするか、ユーザを編集して、ユーザ割り当てを設

定します。 

［User］一覧ページが表示されます。 

4. ［New］をクリックします。 

5. 要求されたフィールドに情報を入力します。 

6. 変更を保存します。 

注： Salesforce.com でのユーザの設定に関する情報については、この
ページのヘルプをクリックしてください。 

 

ユーザの追加 

ユーザは、以下のいずれかのプロファイルとして Salesforce.com に追加し

てから、チームに追加します。 

■ Agile ユーザ 

■ Requirements ユーザ 

■ Agile および Requirements ユーザ 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［組織］から［ユーザ］をクリックします。 

ユーザ リストが表示されます。 

2. ［ユーザの追加］をクリックします。  

［ユーザの編集］ページが表示されます。 
 

3. 以下のフィールドに入力します。 

Salesforce ユーザからユーザを追加 

追加するユーザ名を定義します。 複数のユーザを追加することが

できます。 
 

Agile 

ユーザ ストーリーとスプリントに対するアクセス権をユーザに持

たせるかどうかを選択します。 
 

要件 

要件に対するアクセス権をユーザに持たせるかどうかを選択しま

す。 
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4. 変更を保存します。 

注： ユーザ リスト上の［詳細］リンクをクリックし、［ユーザの詳細］ペー

ジ上で詳細を編集できます。 
 

通知の設定 

ユーザがメンバになっている製品に関する変更について、そのユーザが通

知を受け取るように、ユーザの通知を設定できます。 ユーザは、自分が

メンバになっている各製品について、自分自身の詳細と設定を編集できま

す。 管理ユーザは、すべてのユーザの設定を編集できます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［組織］から［ユーザ］をクリックします。 

2. ユーザの［詳細］リンクをクリックし、通知の適切な設定を行います。 

3. 変更を保存します。 
 

ロール 

ロールは、リソースが完了すると予想されるアクティビティを定義します。 

たとえば、ソフトウェア アプリケーション内の新規フィーチャーをテス

トするには品質アナリストが必要です。 CA Clarity™ Agile で、ユーザに割

り当てるロールを作成できます。また 2 つのアプリケーションが統合され

ている場合は、CA Clarity™ PPM からロールをダウンロードできます。 
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ロールの管理 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［組織］から［ロール］をクリックします。 

［ロール］リスト ページが表示されます。 

2. ［新規ロール］をクリックします。 

3. 要求されたフィールドに情報を入力します。 

4. 変更を保存します。 

注： ロール リスト上の［ロール ID］リンクをクリックし、［ロールの詳細］

ページ上で詳細を編集できます。 ロールを削除するには、［ロールの詳

細］ページ、または［ロール］リストから［詳細］をクリックします。 
 

ロール階層の作成 

関連するロールをグループ化するロール階層を作成できます。  

ロール階層の例を以下に示します。 

■ プロジェクト マネージャ 

– アーキテクト 

– 開発リード 

– 品質保証リード 

ベストプラクティス： 階層には必要な数のレベルを作成できます。 レベ

ルは、各ロールの親を選択したときに決定されます。 作成する階層が複

雑になる場合は、階層の全体像を紙に描いてから作業を始めてください。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［組織］から［ロール］をクリックします。 

2. 親を割り当てるロールの［ロール ID］リンクをクリックします。 

［ロールの詳細］ページが表示されます。 
 

3. ［親ロール］フィールドで、ドロップダウンからロールを選択します。 

4. 変更を保存します。 
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製品 

［製品］ページにすべての製品がリスト表示されます。 ビューをフィル

タリングしてすべての製品を表示する（既定）か、前回作成された製品で

並べ替えることができます。 

CA Clarity™ Agile を CA Clarity™ PPM と統合している場合は、［製品］ペー

ジから統合製品を表示および管理することもできます。  

詳細については、「統合ガイド」を参照してください。  
 

製品の作成時に、オプションのプレフィクスを、製品に対して作成される

すべてのユーザ ストーリーおよびタスクの ID に追加できます。 プレフィ

クスによって、ユーザ ストーリーまたはタスクに一意性が追加されます。 

プレフィクスは、英数字と特殊文字から構成される、6 文字以内の一意の

文字列である必要があります。 

プレフィクスに付属する数字は、ストーリーまたはタスクが作成されるた

びに自動的に増分されます。 たとえば、製品のプレフィクスが「Test」で

ある場合、新規ユーザ ストーリーには ID が「Test-1」、「Test-2」のよう

に自動的に割り当てられます。 新しいタスクには、「Test-T0」、「Test-T1」

のような ID が割り当てられます。 製品の作成後は、プレフィクスを変更

することはできません。 
 

［製品］ページから、以下のタスクを実行できます。 

■ 製品の作成または編集 (P. 11) 
 

■ 製品に関する詳細の表示 

■ 統合製品の管理 (P. 13) 
 

製品の管理 

製品を作成して保存すると、その一意の ID が自動的に生成されます。 こ

の ID を使用して、CA Clarity™ Agile 製品を CA Clarity™ PPM プロジェクトに

リンクできます。 製品の作成後、製品プレフィクスを除く任意のプロパ

ティを編集できます。 製品を編集するには、［製品］ページから、編集

する製品の横の［詳細］をクリックします。 
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次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から［製品］をクリッ

クします。 
 

2. ［新規製品］をクリックします。 
 

3. 要求されたフィールドに情報を入力します。 以下のフィールドには説

明が必要です。 

製品オーナー 

製品を所有するユーザまたはスーパーユーザを指定します。 ユー

ザ名を選択すると、製品に関連するオブジェクトのスーパーユー

ザ権限がユーザに付与されます。 製品オーナーが可能/不可能な操

作は、以下のとおりです。 

■ マスタ リリース、リリース、フィーチャー、要件、スプリント、

チーム、およびユーザ ストーリーが作成できます。 

■ チームのメンバでなくても、プロダクト バックログを表示でき

ます。 

■ コメント、添付ファイルの追加などの、バックログ アイテムの

管理ができます。 

■ システム管理者によってチームに追加されていない場合は、問

題またはユーザ ストーリーに割り当てられることができませ

ん。 

要件： システム管理者は、［管理］の下の［ユーザ］ページ上で Agile 

を選択する必要があります。 
 

4. 変更を保存します。 

注： 製品リスト上で、製品を編集するには、作業対象の製品の［詳細］リ

ンクをクリックします。 製品を削除するには、製品を選択し、［削除］

をクリックします。 
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製品の削除 

スーパーユーザ権限を持った管理者またはユーザは、製品を削除できます。 

たとえば、製品の作成に使用された情報が正確でなかった場合、管理者が

その製品を削除できます。 

製品が以下条件を満たす場合、その製品を削除できます。 

■ 製品に、リリース、スプリント、またはユーザ ストーリーが含まれて

いないこと 

■ 製品はアクティブでないこと 
 

統合製品の管理方法 

CA Clarity™ PPM と統合している場合、CA Clarity™ Agile の［製品］ページか

ら統合製品を表示できます。 これらの製品は、以下のように管理できま

す。 

■ ユーザを製品チームに割り当てます。 

■ スプリント、ユーザ ストーリーおよびタスクを作成します。  
 

■ リソースをユーザ ストーリーおよびタスクに割り当てます。 

■ 作業ログを使用して、タスクの進捗を報告します。  

詳細については、「CA Clarity™ Agile 統合ガイド」を参照してください。 
 

リリース 

CA Clarity™ Agile では、以下のタイプのリリースを作成できます。 

■ マスタ リリース。 複数の製品にまたがってユーザ ストーリーを追跡

し、管理できます。 

■ 製品リリース。 1 つの製品に固有のユーザ ストーリーを追跡し、管理

できます。 
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マスタ リリース 

マスタ リリースは、1 つ以上の製品に関連付けることができます。 製品を

マスタ リリースに関連付けると、複数の製品チームが 1 つのクロス製品リ

リースの一部として完了したユーザ ストーリーを追跡できます。  
 

たとえば、会社 X は自社の 3 つの製品（A、B、および C）を統合するリリー

スに取り組んでいます。 統合する各製品のユーザ ストーリーとタスクが

以下の製品チームに割り当てられています。  

■ 製品チーム A。 製品 A と B を統合するユーザ ストーリーを完了します。 

■ 製品チーム B。 製品 B と C を統合するユーザ ストーリーを完了します。 

■ 製品チーム C。 製品 A と C を統合するユーザ ストーリーを完了します。 

マスタ リリース D が作成され、3 つの製品すべてに関連付けられます。 会

社 X はマスタ リリースを使用して、すべてのチームが完了したすべての

ユーザ ストーリーおよびタスクの進捗状況を監視できます。 製品メンバ

は、ユーザ ストーリーから関連するマスタ リリースを表示できます。  
 

製品リリースをマスタ リリースに割り当てると、製品リリース内のすべ

てのユーザ ストーリーが自動的にマスタ リリースに割り当てられます。 

製品リリース内のすべてのユーザ ストーリーがマスタ リリースに割り当

てられないようにするには、個々のユーザ ストーリーをマスタ リリース

に関連付けます。 製品がマスタ リリースに関連付けられている限り、個

別のユーザ ストーリーをマスタ リリースに関連付けることができます。 
 

1 つの製品を複数のマスタ リリースに関連付けることができます。  

CA Clarity™ Agile 製品が Clarity プロジェクトに統合されている場合は、CA 

Clarity™ Agile で Clarity プロジェクトをマスタ リリースに関連付けること

ができます。 これにより、マスタ リリースに割り当てられたすべてのユー

ザ ストーリーおよびタスクを Clarity から管理できるようになります。 
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製品リリース 

リリース スケジュールを事前に決定する組織もあれば、スプリントの終

了時にリリースを決定する組織もありますが、後者が適切です。 CA 

Clarity™ Agile は両方の戦略をサポートします。  

どちらのアプローチでも、リリースはスプリントの終了時に発生し、以前

のすべてのリリースに含まれるすべてのスプリントで実装されたすべて

の機能が含まれます。 そのため、リリースには 1 つ以上のスプリントが含

まれます。 
 

［リリース］ページにすべての製品リリースが一覧表示されます。 ビュー

をフィルタリングして、すべてのリリースを表示（既定）、または作成さ

れた最後のリリースを表示できます。 

CA Clarity™ PPM と統合している場合は、［リリース］ページから統合され

ているリリースを表示、管理することもできます。  

詳細については、「統合ガイド」を参照してください。  
 

［リリース］ページから、以下のタスクを実行できます。 

■ リリースの管理 (P. 16) 

■ 製品リリースに関する詳細の表示 

■ 製品リリースのプロパティの編集 
 

マスタ リリースの管理 

管理者として、マスタ リリースを作成できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から［マスタ リリース］

をクリックします。 

［マスタ リリース］リスト ページが表示されます。 

2. ［新規マスタ リリース］をクリックします。 

［新規マスタ リリース］ポップアップが表示されます。 
 

3. 必要なフィールドに入力します。 以下のフィールドには説明が必要で

す。 
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関連製品  

マスタ リリースに関連付ける製品を定義します。 製品をマスタ リ

リースに関連付けると、その製品のユーザ ストーリーをマスタ リ

リースに関連付けることができます。 
 

4. 変更を保存します。 

注： マスタ リリース リスト上の［詳細］リンクをクリックし、［マスタ リ

リースの詳細］ページ上で詳細を編集できます。 削除するには、［マス

タ リリースの詳細］ページ、またはマスタ リリース リストから［削除］

をクリックします。 
 

製品リリースの管理 

製品リリースは、製品に固有のユーザ ストーリーから構成されます。 製

品リリース内のユーザ ストーリーは複数のスプリントを網羅しています。 

注： また、［製品の詳細］ページで［新規リリース］をクリックして、新

規リリースを作成することもできます。 リリースを作成し保存する際に、

その一意の ID が自動的に生成されます。 この ID を使用して、このリリー

スを CA Clarity™ PPM にリンクできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から、［リリース］を

クリックします。 
 

2. ［新規リリース］をクリックします。 

［新規リリース］ポップアップが表示されます。 
 

3. 要求されたフィールドに情報を入力します。 以下のフィールドには説

明が必要です。 

アクティブ 

プロジェクトがアクティブかどうかを指定します。 アクティブで

ないリリースは、CA Clarity™ Agile 全体でフィルタのオプションと

して表示されません。 

既定値： Active 
( 
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マスタ リリース 

このリリースを関連付けるマスタ リリースを定義します。 製品が

マスタ リリースと関連付けられている場合、このリリースのマス

タ リリースを選択できます。 

製品リリースをマスタ リリースに関連付けると、製品リリース内

のすべての製品のすべてのユーザ ストーリーが、自動的にマスタ 

リリースに関連付けられます。 製品リリースのすべてのユーザ ス

トーリーが自動的にマスタ リリースに割り当てられないようにす

るには、個々の製品をマスタ リリースに関連付けます。 その後、

どの製品のどのユーザ ストーリーをマスタ リリースに割り当て

るかを選択できます。  

リリース日 

リリースの配布日を指定します。 リリース日と開始日は同じにで

きます。 リリースのバーンダウン データが最適になるようにする

には、この日付がリリースの最後のスプリントの終了日と同じく

らい遅いことが必要です。 リリースの開始時点でリリース日を知

らないチームは、新規スプリントが追加されると、リリースを更

新できます。 

形式： mm/dd/yy 
 

4. 変更を保存します。 

注： 編集するには、作業対象のリリースの［詳細］リンクをクリックしま

す。 削除するには、リリースを選択し、［削除］をクリックします。 
 

リリースの削除 

スーパーユーザ権限を持ったユーザは、リリースを削除できます。 この

アクションは、［リリースの詳細］ページで実行されます。 削除が確定

すると、キャンセルできません。 

リリースを削除すると、以下のような結果になります。 

■ リリースに関連付けられたすべてのスプリントも削除されます。 

■ リリースおよびスプリントに割り当てられていたすべてのユーザ ス

トーリーは、割り当て解除されます。 
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■ リリースとスプリントは、［表示］フィルタで表示されなくなります。 

■ 製品または製品の任意のオブジェクトとの関連付けに、リリースおよ

びスプリントを選択できなくなります。 

■ ユーザは、リリースまたはスプリントのチャートを表示できなくなり

ます。 
 

リリース バーンダウン チャートの再計算 

スプリント内のリリース バーンダウン チャートを再計算できます。 ス

テータスのカスタム値をオープンまたはクローズにマップしており、

チャート用に時間またはポイントをバーンダウンする必要がある場合は、

再計算をお勧めします。  

ユーザ ストーリーまたは要件のカスタム ステータスが変更されると、

チャート内の実際の合計ポイントおよび合計時間が変更されます。 たと

えば、あるユーザ ストーリーに対して［完了］というステータス値がオー

プンであるとみなします。 ステータスを［クローズ］に変更すると、ス

プリントの再計算によって、ユーザ ストーリーに関連付けられている時

間とポイントがバーンダウンされます。 再計算では、スプリント内のユー

ザ ストーリーの最新のステータスが使用されます。  
 

ユーザ ストーリーの残りのポイントは、クローズされたストーリーのポ

イントを引くことによって計算されます。 タスクに関してログに記録さ

れた時間を引くこで、タスク上の残りのポイントが計算されます。 バー

ンダウン チャートの再計算は、アクティブなスプリント内でのみ、かつ

リリース バーンダウンに含まれるユーザ ストーリー数が 1000 未満であ

る場合のみ可能です。 
 

以下の行が再計算されます。  

– バーンアップ行 - スプリントのゴール達成に必要な作業ユニット

の日次増加率を示します。 

– 見積もり行 - スプリントの元の見積もり値（時間） 

– 完了時間行 - スプリントに対して完了時間数 

– ベロシティ チャート内のベロシティ 
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スプリント 

［スプリント］ページには、すべての製品に対して作成されたアクティブ

なすべてのスプリントがリスト表示されます。 また、ビューをフィルタ

リングして、作成された最後のスプリントで並べ替えられたスプリント 

リストを表示できます。 このフィルタ選択は保存され、ユーザが変更す

るまで、それ以降のページの表示で使用されます。 
 

［スプリント］ページから、以下を実行できます。 

■ スプリントの管理 (P. 19) 

■ スプリントの詳細の表示 
 

■ スプリントのプロパティの編集 (P. 19) 

■ スプリントの削除 (P. 20)  
 

スプリントの管理 

スプリントが完了していない場合、スーパーユーザ権限を持つユーザは、

スプリントの開始日および終了日を含め、スプリントの詳細を編集できま

す。 ユーザがスプリント日付を変更する場合、バーンダウンとベロシティ

が再計算されます。 ［スプリントの詳細］および［ダッシュボード］ペー

ジ上のチャートも更新されます。 ［スプリント］ページ上でスプリント

を編集するには、編集するスプリント名の隣の［詳細］をクリックします。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から［スプリント］を

クリックします。 

［スプリント］ページが表示されます。 

2. ［新規スプリント］をクリックします。 
 

3. 要求されたフィールドに情報を入力します。以下のフィールドには説

明が必要です。 

ゴール 

スプリントの予測結果を指定します。 

制限： 3000 文字 
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リスク 

スプリントの成功または結果に影響する要因を指定します。 

制限： 2000 文字 
 

 

4. 変更を保存します。 

注： 編集するには、作業対象のスプリントの［詳細］リンクをクリックし

ます。 
 

スプリントの削除 

スーパーユーザ権限を持ったユーザ、または製品オーナーのみがスプリン

トを削除できます（他のユーザには、［削除］ボタンは表示されません）。 

スプリントを削除すると、以下のような影響があります。 

■ スプリントに固有なすべてのスプリント データが削除されます。 

■ スプリントに割り当てられていたすべてのユーザ ストーリーが割り

当て解除されます。 
 

■ スプリントに割り当てられていたチームが削除されます。 

■ スプリントは、バーンダウン チャート レンダリングのリストには表示

されません。 

■ スプリントは、バーンダウン チャートには表示されません。 
 

かんばん 

かんばんは、ワークフローの手順をすべて視覚化し、進行中の作業項目数

を削減することに重点を置きます。 かんばんは、［かんばんボード］と

いうボードを使用して実装されます。 プロジェクトの進捗は［かんばん

ボード］上で追跡されます。 ［かんばんボード］にはプロジェクトのラ

イフサイクルのさまざまな段階に相当するステータス レーンがあります。 

プロジェクトが進行するにつれて、プロジェクトの作業項目はあるレーン

から別のレーンに移ります。 
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かんばんボードの設定 

かんばんボードを設定すると、かんばんの方法論を利用してプロジェクト

を管理できます。 リリース用のかんばんボードは、プロジェクトの進捗

を追跡し、あらゆる障害物の識別を支援します。 ［かんばんボード］を

作成するには、以下の 2 つの属性を設定します。 

ステータス レーン 

ステータス レーンは、プロジェクトのライフサイクルの段階を表しま

す。 ユーザ ストーリーのステータスの 1 つにステータス レーンを

マップします。 

WIP 上限 

いつでも処理できるユーザ ストーリーの最大数。 各ステータス レー

ンの WIP 上限を定義できます。 
 

たとえば、Michael は、以下のステータス レーンおよび WIP 上限を持つ新

しいかんばんボードを設定します。 

  

ステータス レーン 説明 WIP 上限 

計画済み 開発準備ができているユーザ ス

トーリー。 

5 

開発 開発中のユーザ ストーリー。 3 

テスト テスト下の開発済みユーザ ス

トーリー。 

2 

完了 終了する準備ができているユー

ザ ストーリー。 

5 

Michael は、作業するチームのかんばんボードに、バックログからユーザ ス

トーリーを引き取ることができます。 
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次の手順に従ってください：： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から、［リリース］を

クリックします。 

2. ［製品］ドロップダウン リストから製品名を選択します。 

3. かんばんボードを作成するリリースの［詳細］をクリックします。 

4. ［かんばんボード］セクションまでスクロールし、［新規かんばんボー

ド］をクリックします。 

5. 要求された情報を入力します。 

6. 変更を保存します。 
 

また、かんばんリスト ページから［かんばんボード］を作成できます。 

次の手順に従ってください：： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から、［かんばんボー

ド］をクリックします。 

2. ［新規かんばんボード］をクリックします。 

3. 要求された情報を入力します。 

4. 変更を保存します。 
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第 2 章： 設定 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

値をカスタマイズする方法 (P. 23) 

属性のカスタマイズ方法 (P. 26) 

詳細ページをカスタマイズする方法 (P. 30) 

複数値ルックアップ フィールドをセットアップする方法 (P. 34) 

要件変更管理をセットアップする方法 (P. 41) 

結合されたレポートを生成するための設定 (P. 51) 
 

値をカスタマイズする方法 

いくつかの値は、すべての製品に既定で用意されています。 システム管

理者は、アプリケーション レベルでオブジェクト フィールドに対する新

しいカスタム値を作成することもできます。 作成したカスタム値は、ド

ロップダウン リストから選択できる値として適切なページに表示されま

す。  

ほとんどのカスタマイズは、Salesforce.com セットアップ ページにリンク

する［セットアップ］リンクをクリックして行います。 
 

以下は、自動化できるフィールドの例です。 

■ カテゴリ 

■ 要件の状態 

■ 製品状態 
 

■ 優先度。 製品に関連付けられた問題、ユーザ ストーリー、およびエピッ

クの値が含まれます。 

■ ステータス。 製品に関連付けられた問題、タスク、ユーザ ストーリー、

およびエピックの値が含まれます。 
 

カスタム値は、以下の方法で設定できます。 

■ 値の特定の属性を編集する。 (P. 24) 

■ 値を他の値に置き換える。 
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■ 既定値を指定する。 (P. 25) 

■ 翻訳ワークベンチを使用して値の名前を変更する。 

■ リスト内の値の順序を変更する。 
 

■ 値を削除する。  

■ 値をすべてのサポート対象言語に変換する。 
 

ベスト プラクティス：  

■ 既存の属性を編集してラベルを変更する代わりに、［管理者設定］メ

ニューの翻訳ワークベンチを使用して値の名前を（英語に）変更しま

す。  

■ バーンダウン チャートとベロシティ チャートには、クローズと同等の

値が必要です。 新しい値を作成し、［管理］メニューの［ステータス 

マッピング］を使用してステータスをマップできます。  
 

詳細： 

属性のカスタマイズ方法 (P. 26) 

オブジェクトのカスタム属性の有効化または無効化 (P. 28) 

カスタム値の作成 (P. 24) 
 

 

カスタム値の作成 

カスタム値の作成方法の詳細については、Salesforce.com の「Help & 

Training」 を参照してください。このマニュアルは、［セットアップ］リ

ンクをクリックして［Personal Setup］を表示し、［Help］リンクをクリッ

クすると表示されます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ Agile のヘッダ領域で、［セットアップ］リンクをクリック

します。 

Salesforce.com の［Personal Setup］ページが表示されます。 

2. ［App Setup］メニューから［Create］をクリックし、［Objects］を選

択します。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 
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3. カスタマイズするオブジェクト名（たとえば、［User Story］）をクリッ

クします。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 

4. カスタム フィールドおよび関係のセクションで、値をカスタマイズす

るフィールド ラベルにスクロールします。 
 

5. フィールド ラベルをクリックします。 

［Custom Field］ページが表示されます。 

6. ［Picklist Values］セクションにスクロールし、必要に応じて値をカス

タマイズします。 
 

リスト ビューの変更の発行 

リスト ビューに対して行った変更を発行して、組織内の全ユーザが参照

できるようにすることができます。 これらの変更には、オブジェクトま

たは属性ラベル、選択リスト ラベル、および翻訳の変更、または、カス

タム属性の削除などが含まれます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. システム管理者として Salesforce.com にログインします。 

2. ［Administration］メニューから［List Views Publishing］ページを開きま

す。 
 

3. ［Publish］をクリックします。 

リスト ビューに加えた変更が、組織内の他のユーザに配布されます。 
 

ユーザ ストーリー、問題、およびカスタム オブジェクトの既定値の設定 

ユーザ ストーリー、問題、または任意のカスタム CA Clarity™ Agile オブジェ

クトの既定値を設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ Agile のヘッダ領域で、［セットアップ］リンクをクリック

します。 

Salesforce.com の［Personal Setup］ページが表示されます。 
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2. ［App Setup］メニューから［Create］をクリックし、［Objects］を選

択します。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 

3. 既定の設定をするオブジェクト名（たとえば［User Story］）をクリッ

クします。 

ユーザ ストーリーの［Custom Object］ページが表示されます。 
 

4. ［Record Types］セクションにスクロールし、［User Story］レコード タ

イプのラベルをクリックします。 

［Record Type］ページが表示されます。 

5. 既定値を選択する選択リスト フィールドの横の［Edit］をクリックし

ます。 
 

6. ［Default］ドロップダウンから値を選択して保存します。 
 

属性のカスタマイズ方法 

システム管理者は［セットアップ］ページで、アプリケーション レベル

で CA Clarity™ Agile オブジェクトのカスタム属性を作成できます。 たとえ

ば、新しい［ステータス］フィールドをユーザ ストーリー オブジェクト

に追加できます。  

作成したカスタム属性は、既定ではすべての製品で利用可能です。 特定

の製品で属性を有効にすると、その属性はすべての製品で利用できなくな

ります。 他の製品でその属性を使用する必要がある場合は、カスタム属

性のページでその属性を他の製品に追加します。 
 

1 つの製品の 1 つのオブジェクトあたり最大で 25 個のカスタム属性を作

成できます。 カスタム属性は以下のオブジェクトに追加できます。 

■ 承認基準 

■ エピック  

■ 問題  
 

■ マスタ リリース  

■ リリース  

■ スプリント  
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■ ストーリー依存性 

■ タスク  

■ チーム 
 

■ チーム メンバ  

■ テーマ  

■ ユーザ ストーリー  
 

カスタム属性の作成 

カスタム属性の作成方法の詳細については、Salesforce.com の「ヘルプ & ト
レーニング」 を参照してください。このマニュアルは、［セットアップ］

リンクをクリックして［Personal Setup］を表示し、［Help］リンクをクリッ

クすると表示されます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ Agile のヘッダ領域で、［セットアップ］リンクをクリック

します。 

Salesforce.com の［Personal Setup］ページが表示されます。 
 

2. ［App Setup］メニューから［Create］をクリックし、［Objects］を選

択します。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 

3. 属性をカスタマイズするオブジェクト名をクリックします。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 
 

4. カスタム フィールドおよび関係のセクションにスクロールし、必要に

応じてフィールドをカスタマイズします。 

ベスト プラクティス： ユーザ ストーリーまたは要件オブジェクトの

［Status］値用にカスタム属性を作成する場合は、カスタム ステータスが

オープンまたはクローズの状態かどうかを指定します。 ［管理］メニュー

から「ステータス マッピング (P. 28)」ページを使用して、カスタム ステー

タスを指定できます。 ステータスをオープンまたはクローズに指定する

ことにより、バーンダウン チャートおよびベロシティ チャートの正確性

が保証されます。 
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オブジェクトのカスタム属性の有効化または無効化 

カスタム属性を特定の製品で有効にすると、その属性はすべての製品で利

用可能ではなくなります。 他の製品でその属性を使用する必要がある場

合は、その属性を他の製品で有効にします。 

オブジェクトからカスタム属性を削除または無効化するには、属性を選択

して［削除］をクリックします。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］メニューをクリックし、［カスタム属性］を選択します。 

カスタム属性のページが表示されます。 

2. カスタム属性を有効にする製品およびオブジェクトを選択します。 

そのオブジェクトに対して有効な既存のカスタム属性が表示されます。 
 

3. ［新規カスタム フィールド］をクリックします。 

ポップアップが表示されます。 

4. 既存のカスタム フィールド名を選択して保存します。 

選択したフィールドがフィールド ラベルのリストに表示されます。 
 

カスタム ステータス属性のマップ 

ユーザ ストーリーまたは問題のオブジェクトに対するカスタム ステータ

スを作成した場合は、オブジェクトの状態がオープンであるかクローズで

あるかを示すステータスを指定します。 バーンダウンおよびベロシティ

のチャートの正確性はオブジェクトのステータスに依存します。  

たとえば、「Done」という新規ステータスを作成した場合、ステータスが

「クローズ」を意味するように指定することで、チャートでオブジェクト

の作業の完了時間をバーンダウンさせることができます。 
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次の手順に従ってください： 

1. ［管理］を開き、［設定］の下の［ステータス マッピング］をクリッ

クします。 

［ステータス マッピング］ページが開き、カスタム ステータス属性の

リストが表示されます。 

2. マップする値について［マップ済みの値］フィールドをクリックし、

プルダウン リストから［オープン］または［クローズ］を選択します。 
 

3. ［保存］をクリックします。 

重要： 現在のスプリントにユーザ ストーリーおよび問題が存在する場合

は、［チャートの再計算］をクリックしてスプリント情報をリフレッシュ

し、バーンダウンおよびベロシティのチャートの再入力を行います。 
 

リリース バーンダウン チャートの再計算 

スプリント内のリリース バーンダウン チャートを再計算できます。 ス

テータスのカスタム値をオープンまたはクローズにマップしており、

チャート用に時間またはポイントをバーンダウンする必要がある場合は、

再計算をお勧めします。  

ユーザ ストーリーまたは要件のカスタム ステータスが変更されると、

チャート内の実際の合計ポイントおよび合計時間が変更されます。 たと

えば、あるユーザ ストーリーに対して［完了］というステータス値がオー

プンであるとみなします。 ステータスを［クローズ］に変更すると、ス

プリントの再計算によって、ユーザ ストーリーに関連付けられている時

間とポイントがバーンダウンされます。 再計算では、スプリント内のユー

ザ ストーリーの最新のステータスが使用されます。  
 

ユーザ ストーリーの残りのポイントは、クローズされたストーリーのポ

イントを引くことによって計算されます。 タスクに関してログに記録さ

れた時間を引くこで、タスク上の残りのポイントが計算されます。 バー

ンダウン チャートの再計算は、アクティブなスプリント内でのみ、かつ

リリース バーンダウンに含まれるユーザ ストーリー数が 1000 未満であ

る場合のみ可能です。 
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以下の行が再計算されます。  

– バーンアップ行 - スプリントのゴール達成に必要な作業ユニット

の日次増加率を示します。 

– 見積もり行 - スプリントの元の見積もり値（時間） 

– 完了時間行 - スプリントに対して完了時間数 

– ベロシティ チャート内のベロシティ 
 

詳細ページをカスタマイズする方法 

詳細ページの以下のプロパティを追加、編集、削除することによって、ペー

ジの外観を変更できます。 

■ セクション 

■ フィールド 

■ セクション見出し 
 

変更はシステム レベルで行われ、すべてのユーザに適用されます。 セク

ションとフィールドの名前はビジネス ニーズに合わせて変更できます。 

削除または名前変更された既定のセクションやフィールドを元に戻した

い場合は、それらを復元できます。 
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変更できるのは、詳細ページのプロパティ部分のみです。 詳細ページ上

の関連するリスト セクションは、プロパティの一部でないので変更でき

ません。 以下のリストでは、設定できる詳細ページについて説明します。 

■ ユーザ ストーリー 

■ タスク 

■ 問題 

■ スプリント 

■ 製品 

■ リリース 

■ エピック 

■ ソース 

■ 製品 

■ リリース 

■ 要件 

■ 機能 
 

スーパーユーザまたはシステム管理者のみが［プロパティ］ページをカス

タマイズできます。 Agile のスーパーユーザは Agile のページのみ、

Requirements のスーパーユーザは Requirements のページのみをカスタマ

イズできます。 Agile/Requirements のスーパーユーザは Agile と 

Requirements の両方のページをカスタマイズできます。 
 

ページへのセクションの追加 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］メニューに移動し、［設定］メニューから［プロパティ表示］

を選択します。 

2. ［表示］フィールドで、設定するプロパティ ビューを選択します。 

プロパティ ビューのセクションがリストに表示されます。  
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3. ［新規セクション］をクリックし、以下のフィールドに入力します。 

セクション ID 

セクションの一意の識別子を英数字で指定します。 数字、文字、

およびアンダーラインのみを使用して ID を作成します。 

ヘッダ ラベル 

セクションのヘッダに表示される名前を指定します。 名前を指定

しなかった場合、セクションのフィールドはセクションを示す

マークがない状態でページに表示されます。 
 

単一の列レイアウトを使用 

セクションで使用するレイアウトを 1 列と 2 列のどちらにするか

を指定します。 

既定値： 未選択 
 

位置 

他のセクションに対するこのセクションの位置を指定します。 各

セクションは割り当てられた順序で表示されます。 位置を選択し

なかった場合、このセクションにはこのページで選択できる最大

値が割り当てられます。 

4. ［保存］をクリックします。 
 

ページ上のセクションに対するフィールドの設定 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］メニューに移動し、［設定］メニューから［プロパティ表示］

を選択します。 

2. ［表示］フィールドで、設定するプロパティ ビューを選択します。 

ページのプロパティ ビューのセクションがリストに表示されます。  
 

3. ［レイアウトの設定］をクリックします。 

ウィンドウが開き、表示されているページのセクションのリストが表

示されます。 各セクションには、利用可能フィールドと選択済み

フィールドのリスト ボックスが含まれています。  
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4. 各セクションで、［利用可能］リスト ボックスから表示するフィール

ドを選択し、［選択済み］リスト ボックスにドラッグします。 

1 つのフィールドを 1 つのページ セクションにのみ表示できます。 あ

るセクションでフィールドを選択すると、そのフィールドは他のセク

ションで利用できなくなり、他のセクション用のリスト ボックスに表

示されなくなります。 

5. ［保存］をクリックします。 
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複数値ルックアップ フィールドをセットアップする方法 

［MVL］（複数値のルックアップ）フィールドを使って、複数のフィール

ド値を持つカスタム オブジェクトを CA Clarity™ Agile オブジェクトにリン

クすることができます。  

たとえば、「リスク」というカスタム オブジェクトを作成します。この

オブジェクトは、関連する開発リスクとその重大度に関する製品関連情報

を保持します。 このカスタム オブジェクトをユーザ ストーリーにリンク

して、より包括的な情報を提供することができます。 

［MVL］フィールドを次のビルトイン オブジェクトにリンクできます。 

■ ユーザ ストーリー 

■ 問題 

■ タスク 

■ 要件 

■ 製品 

■ リリース 

■ Sprint 

■ ソース 

■ エピック 

■ フィーチャー 

MVL フィールドをセットアップするには、以下のタスクを実行します。 

1. カスタム オブジェクトの作成 (P. 35) 

2. ジャンクション オブジェクトの作成 (P. 36) 

3. MVL の作成 (P. 37) 

4. MVL の設定 (P. 38) 

5. MVL での列の設定 (P. 40) 
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カスタム オブジェクトの作成 

カスタム オブジェクトの作成方法の詳細については、Salesforce.com の
「Help & Training」を参照してください。 このマニュアルは、［セットアッ

プ］リンクをクリックして［Personal Setup］を表示し、［Help］リンクを

クリックすると表示されます。 

たとえば、「説明」、「重大度」、［製品］というフィールドを持つ「リ

スク」というカスタム オブジェクトを作成します。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ Agile のヘッダ領域で、［セットアップ］リンクをクリック

します。 

Salesforce.com の［Personal Setup］ページが表示されます。 

2. ［App Setup］メニューから［Create］をクリックし、［Objects］を選

択します。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 

3. ［New Custom Object］をクリックします。 
 

4. 以下のフィールドに入力します。 

ラベル 

Plural Labels 

Data type 

5. ［保存］をクリックします。 

6. カスタム フィールドおよび関係のセクションにスクロールし、必要に

応じてフィールドをカスタマイズします。 

7. 変更を保存します。 
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ジャンクション オブジェクトの作成 

ジャンクション オブジェクトは、あるカスタム オブジェクトを別のビル

トイン オブジェクトにリンクすることができるカスタム オブジェクトで

す。 たとえば、「UserStory_Risk」というジャンクション オブジェクトを

作成し、カスタム オブジェクト「リスク」をユーザ ストーリーにリンク

します。 

次の手順に従ってください： 

1. CA Clarity™ Agile のヘッダ領域で、［セットアップ］リンクをクリック

します。 

Salesforce.com の［Personal Setup］ページが表示されます。 

2. ［App Setup］メニューから［Create］をクリックし、［Objects］を選

択します。 

［Custom Objects］ページが表示されます。 

3. ［New Custom Object］をクリックします。 
 

4. 以下のフィールドに入力します。 

ラベル 

Plural Labels 

Data type 

5. ［保存］をクリックします。 

6. ［Custom Fields & Relationships］ セクションにスクロールします。 

7. 以下の 2 つのカスタム フィールドを作成し、必要に応じてカスタマイ

ズします。 

■ 作成したカスタム オブジェクトに関連付けられているルックアッ

プ データ型フィールド たとえば、以前に作成したカスタム オブ

ジェクト「リスク」に関連付けられているカスタム フィールド「リ

スク」を作成します。 

■ ユーザ ストーリー オブジェクトに関連付けられているルック

アップ データ型フィールド 

8. 変更を保存します。 
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MVL の作成 

複数値のルックアップにより、複数の値を持つカスタム オブジェクトを

設定し、ビルトイン オブジェクトと一緒に表示することができます。 

たとえば、ユーザ ストーリーを編集する場合、［リスク］フィールドが

入力に使用できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［カスタム MVL］をクリックし

ます。 

2. MVL を作成する［レコード タイプ］を選択します。 

たとえば、「リスク」に MVL を設定する場合、ユーザ ストーリーを［レ

コード タイプ］として選択します。 
 

3. ［新規 MVL］をクリックします。 

4. 以下のフィールドに入力します。 

［セカンダリ オブジェクト］ 

レコード タイプに関連付けられたカスタム オブジェクト。 たとえ

ば、レコード タイプのユーザ ストーリーに対して「リスク」を選

択します 。 

［ジャンクション オブジェクト］ 

［レコード タイプ］と［セカンダリ オブジェクト］の関係を格納

するカスタム オブジェクト名を選択します。 たとえば、

UserStory_Risk オブジェクトを選択します。 

プライマリ フィールド 

ジャンクション オブジェクトが関連付けられているプライマリ 

フィールドを選択します。 たとえば、プライマリ フィールドとし

て、［ユーザ ストーリー］を選択します。 
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セカンダリ フィールド 

ジャンクション オブジェクトが関連付けられているセカンダリ 

フィールドを選択します。 たとえば、「リスク」をセカンダリ 

フィールドとして選択します。 

［MVL 表示フィールド列］ 

セカンダリ オブジェクトのフィールドを選択します。 ［テキスト］

のみを選択し、リスト タイプ フィールドを選択できます。 

5. 変更を保存します。  

関連するオブジェクトを設定すると、MVL が作成され、使用可能になりま

す。 

注： ［管理］をクリックし、［設定］から［プロパティ ビュー］をクリッ

クし、［custom_mvl］ セクションがオブジェクト プロパティ ビューで使

用できることを確認します。 
 

MVL の設定 

既定では、MVL は、設定されたオブジェクトで利用できるすべての値を返

します。 関連付けられたレコード タイプに関連する値のみを表示するた

めに、MVL を設定できます。 
 

たとえば、ユーザ ストーリーに対して「リスク」MVL を設定している場

合、ユーザ ストーリーが関連付けられている製品にかかわらず、「リス

ク」MVL には使用可能なすべてのリスクが表示されます。 ただし、ユー

ザ ストーリーが関係する製品に関連付けられているリスクを表示するよ

うに、「リスク」MVL を設定できます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［カスタム MVL］をクリックし

ます。 

2. レコード タイプを選択します。 設定する MVL の［編集］をクリック

します。 
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3. 適切なパラメータを使用して、［利用可能な SOQL］を変更します。 

たとえば、Risk__c から Id、Name、Description を選択します。ここで、

product__c =： productid です。 

パラメータは以下のオブジェクトに対して使用できます。 

ユーザ ストーリー 

:id, :productid 

問題 

:id, :productid 

タスク 

:id, :userstoryid 

要件 

:id 

製品 

:id 

リリース 

:id, :productid 

Sprint 

:id, :productid, :releaseid 

ソース 

:id 

4. 変更を保存します。 
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MVL の列の設定 

MVL の列が作成された順番で表示されます。ただし、列の順番を設定し直

したり、列の幅を調整することもできます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［カスタム MVL］をクリックし

ます。 

2. ［レコード タイプ］を選択し、設定する MVL の［表示］をクリックし

ます。 

3. MVL 表示フィールド列の下に表示されている列の幅と順番をインライ

ン編集します。 

4. 変更を保存します。 
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要件変更管理をセットアップする方法 

要件変更管理（RCM）は、製品オーナーが製品要件のドラフトを作成し、

更新するための承認プロセスを管理する機能を提供します。 要件をサブ

ミットするユーザは「要件オーナー」と呼ばれます。 システム管理者と

して、要件ドラフト用の承認プロセスをセットアップし、要件の変更管理

を有効にできます。 

以下の図は、システム管理者がどのように要件変更管理をセットアップで

きるかを示します。 
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RCM をセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. 要件オーナーのパブリック グループを作成します (P. 42)。 

2. 要件の承認プロセスをセットアップします (P. 42)。 

3. 要件変更管理を有効化します (P. 50)。 
 

要件の承認プロセスのセットアップ 

RCM で、要件オーナーは、要件リクエストを承認するプロセスに従います。 

このプロセスは、要件オーナーが要件をサブミットする際に発生するイベ

ントを定義します。 たとえば、要件を承認または拒否するために、2 つの

アクションと共に 1 つの定義済み手順を含む承認プロセスを 

Salesforce.com でセットアップします。 

承認プロセスをセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. 承認プロセスを作成します (P. 43)。 

2. 承認手順を作成します (P. 46)。 

3. 承認手順へのアクションを追加します (P. 48)。 

4. 承認プロセスを確認およびアクティブ化します (P. 49)。 
 

要件オーナーのパブリック グループの作成 

RCM プロセスに参加でき、要件をサブミットできるユーザを含むグループ

を作成します。 このグループはパブリック グループと呼ばれます。 たと

えば、承認用の新しい要件をサブミットできるように、パブリック グルー

プにすべての製品ユーザを含めます。 グループに含まれていないユーザ

は、承認用の要件をサブミットできません。 

次の手順に従ってください： 

1. システム管理者として Salesforce.com にログインし、［Setup］をクリッ

クします。 

2. ［Administration Setup］から［Manage Users］を展開し、［Public Groups］

をクリックします。 
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3. ［New］をクリックして新しいパブリック グループを作成します。 

4. ［Label］フィールドに「AllInternalSubmitters」を入力します。 

［Group Name］フィールドに自動入力されます。 

重要： グループ名が AllInternalSubmitters であることを確認します。 

ユーザを追加すると、このグループに自動的に追加されるように CA 

Clarity™ Agile がセットアップされます。 ユーザが別の名前を指定する

場合、新規ユーザはグループに自動的に追加されません。 

5. ［Available Members］リストから既存ユーザをすべて選択します。 

6. ［Add］をクリックして、ユーザ名を［Selected］リストに移動します。 

7. 変更を保存します。 

要件承認リクエストをサブミットできるユーザのパブリック グルー

プを作成しました。 
 

承認プロセスの作成 

承認または拒否される前に要件リクエストがたどる手順を定義するため

に、承認プロセスを作成できます。 

重要： これらの手順でリスト表示されるフィールドおよびオプションを

すべて設定します。 これらの手順に表示される他のフィールドのデフォ

ルト値を保持します。 

次の手順に従ってください： 

1. システム管理者として Salesforce.com にログインし、［Setup］をクリッ

クします。 

Salesforce.com のセットアップ ページが表示されます。 

2. ［App Setup］、［Create］、［Workflows & Approvals］、［Approval Process］

を展開します。 

3. 承認プロセスを作成するオブジェクトとして、［Requirement］を選択

します。 

4. ［Create New Approval Process ］をクリックします。 
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5. ドロップダウン リストから［Use Standard Setup］ウィザードを選択し

ます。 

6. ［Process Name］フィールドに「Change Management Process」と入力

します。 

7. ［Next］をクリックします。  

8. すべての要件がすべて同じプロセスに従っているため、もう一度

［Next］をクリックして、基準の設定をスキップします。 
 

9. ［Record  Editability Properties］に移動し、［Administrators］を選択し

ます。さもないと、現在割り当てられている承認者が、承認プロセス

中にレコードを編集できます。 

10. ［Next］をクリックし、次に、［Email Template ］セクションで Lookup 

アイコンをクリックします。 

11. プルダウン リストから［Scrum Templates］を選択します。 

12. ［Search Results］から「RequirementsApprovalEmailTemplate」をクリッ

クし［Next］をクリックします。 
 

13. 以下のリスト内のフィールドを選択し、［Add］をクリックします。 

■ 実際コスト 

■ 実際工数（時間単位） 

■ 年齢 

■ カテゴリ 

■ クローズ日 

■ 複雑度 
 

■ 信頼度レベル 

■ 作成者 

■ 現在のバージョン番号 

■ 説明 

■ 財務的メリット 

■ 親要件（この名前を持つ 2 つのフィールドの 1 番目を選択） 

■ 計画コスト 

■ 計画工数（時間単位） 

■ 計画コスト vs 実際コスト 
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■ 計画工数 vs 実際工数（時間単位） 

■ 優先度 

■ 問題 

■ 残存コスト 

■ 残存工数（時間単位） 

■ 状態 

■ バージョン ステータス 

14. フィールドが［Selected Fields］リストに表示され、承認ページ上に表

示されるフィールドを示します。 ［Title］と［Owner］のフィールド

名はすでに［Selected Fields］リストに載っています。 
 

15. ［Next］をクリックします。 

16. ［Search］ドロップダウン リストから［Public Groups］を選択して、

送信者のタイプを指定します。  

17. ［Public Group: All Internal Users from the Available Submitters］リストを

選択し、［Add］をクリックします。 
 

18. ［保存］をクリックします。  

［The What Would You Like To Do Now?］ ページが表示されます。 

19. ［Yes, I'd like to create an approval step now.］を選択します。 

20. ［Go!］をクリックして、 ［New Approval Step］ページを開きます。 

承認プロセスが作成されます。 次の手順で、承認手順を作成します。 
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承認手順の作成 

承認プロセスが作成された後で、承認手順を作成し、詳細を指定します。 

たとえば、承認と拒否の手順を指定し、何人の承認者を指定できるかを設

定します。 

重要： これらの手順でリスト表示されるフィールドおよびオプションを

すべて設定します。 他のフィールド、およびこれらの手順に表示される

オプションのデフォルト値を保持します。 

次の手順に従ってください： 

1. ［New Approval Step］ページの［Name］フィールドに「Final Version 

Review」と入力し、Tab キーを押します。 

［Unique Name］フィールドに自動的に「Final_Version_Review」が入力

され、［Step］フィールドは 1 に設定されます。 

2. ［Next］をクリックします。 
 

3. ［All records should enter this step］を選択します。 

これは［Approval Process］手順の既定の手順基準です。 

4. ［Next］をクリックします。 
 

5. 以下の手順に従い、10 人までの既定承認者を指定します。 

a. ［Automatically assign to approver(s)］を選択します。 

b. ドロップダウン リストから［Related User］を選択します。 

c. 関連するユーザとして［Default Approver 1］を選択します。  

リストには最大 10 人まで承認者を追加できます。 

d. ［Add Row］をクリックし、［Related User］を選択します。 
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e. ［Default Approver 2］を選択して、2 番目の既定承認者を選択しま

す。 

上記手順を繰り返して、既定承認者 3 ～ 10 を追加できます。 

f. 最初の応答に基づいて、［Approve］または［Reject］を選択しま

す。 

g. ［保存］をクリックします。 

［The What Would You Like To Do Now?］ ページが開きます。 

6. ［No, I'll do this later. Take me to the approval process detail page to 

review what I've just created.］を選択します。 

7. ［Go!］をクリックして、 続行します。 

［Requirement: Change Management Process］ページが開き、今まで定

義された全承認プロセスが表示されます。 
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承認手順へのアクションの追加 

承認プロセス手順が作成された後で、各手順のアクションを指定します。 

たとえば、以下のシナリオを想定してください。 

■ 要件オーナーは、［Requirement detail］ページで、［Submit for Approval］

をクリックします。 

■ 承認者は、ポップアップ ダイアログ ボックスでドラフトに対して

［Approve］または［Reject］のいずれかをクリックする 

［Requirement: Change Management Process］ページには全承認プロセスが

表示され、送信および承認手順アクションを定義するセクションがありま

す。 

重要： これらの手順で定義されたフィールドおよびオプションはすべて

必須です。 

次の手順に従ってください： 

1. ［Initial Submission Actions］セクション内の［Add Existing］をクリック

します。 

2. ［Search］ドロップダウン リストから［Field Update: Draft Submitted］

を選択します。 

3. ［追加］をクリックします。 

4. 変更を保存します。 

［Requirement: Change Management Process］ページが表示されます。 
 

5. ［Final Approval Actions］セクションにスクロールします。 

6. ［Record Lock］アクションの［Edit］をクリックします。 

7. ［Unlock the record for editing］を選択し、［Save］をクリックします。 

8. ［Add Existing］をクリックし、［Search］ドロップダウン リストから

［Field Update］を選択します。 

9. ［Available Actions］リストから［Field Update: Draft Approved］を選択

します。 

10. ［追加］をクリックします。 

11. 変更を保存します。 
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12. ［Final Rejection Actions］セクションにスクロールします。 

13. ［Add Existing］をクリックし、［Search］ドロップダウン リストから

［Field Update］を選択します。  

14. ［Available Actions］リストから［Field Update: Draft Rejected］を選択し

ます。 

15. ［追加］をクリックします。 

16. 変更を保存します。 

要件の承認プロセスは現在、確認とアクティブ化を行う準備ができました。 
 

承認プロセスの確認およびアクティブ化 

アクションが承認手順に追加された後で、承認プロセスを確認しアクティ

ブにします。 手順とアクションを確認し、必要に応じてそれらを変更し

ます。 承認プロセスをアクティブにした後は、手順またはアクションを

変更できません。 

次の手順に従ってください： 

1. ［Requirement: Change Management Process］ページの［View Diagram］

をクリックし、承認プロセスのワークフロー図を確認します。  

2. 承認手順またはアクションを変更するには、以下の手順に従います。 

a. 図を閉じて、［Requirement:Change Management Process］ページに

戻ります。 

b. ［Edit］をクリックし、必要な変更を加えます。 

c. 変更を保存します。 

3. ［Activate］をクリックして、プロセスを有効にします。 

これで承認プロセスがアクティブになりました。 
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要件変更管理の有効化 

要件の承認プロセスをセットアップし、アクティブにした後で、ユーザが

参加できるように、［要件変更管理］を有効にします。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［グローバル設定］をクリック

します。 

2. ［要件変更管理］チェック ボックスをオンにします。 

3. 変更を保存します。 

［要件変更管理］を正常にセットアップしました。 初めて変更管理を有

効にする際に、既存の要件は変更管理に移行されます。 すべての既存の

要件のステータスが［ドラフト］になり、要件のバージョン番号は 0.0 と

表示されます。 
 

要件の変更管理の無効化 

要件の変更管理を無効にして、承認プロセスの使用を中止します。 要件

に対して変更管理を無効にすると、バックグラウンド ジョブによって、

保留中の要求がすべて自動的に承認されます。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［グローバル設定］をクリック

します。 

2. ［要件変更管理］チェック ボックスをオフにします。 

3. 変更を保存します。 

バックグラウンド ジョブは、承認用にサブミットされた要件の承認を

開始します。 ジョブが完成すると、ユーザは電子メール通知を受信し

ます。 承認済みの要件に関して、以下の変更が発生します。 

■ 承認済み要件のバージョン番号の変更が、フル バージョン番号単

位になります。 

■ ［承認履歴］セクションが、［要件の詳細］ページから削除され

ます。 
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結合されたレポートを生成するための設定 

2 つのレポートを結合して単一のレポートを生成できます。 たとえば、

ユーザ ストーリー所有者レポートとタスク所有者レポートを結合し、ス

プリント作業割り当てレポートを生成します。 2 つ以上のレポートを結合

するには、以下を設定します。 

■ レポート ビルダのアップグレードを有効にします。 

■ 新しいユーザ インターフェース テーマを有効にします。 

次の手順に従ってください： 

1. 管理者として CA Clarity™ Agile にログインし、［セットアップ］をク

リックします。 

2. レポート ビルダのアップグレードを有効にします。 

■ ［Customize］をクリックし、［Reports and Dashboards］から、［User 

Interface］をクリックします。  

■ ［Report Builder Upgrade］セクションの［Enable］をクリックしま

す。 

3. 新しいユーザ インターフェース テーマを有効にします。 

■ ［Customize］をクリックし、［User Interface］をクリックします。  

■ ［Enable New User Interface Theme］を選択します。 

4. 変更を保存します。 
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以下の製品と統合できます。 

■ CA Clarity™ PPM。 従来のプロジェクト管理プロセスに準じる一方で、

Agile 環境で要件を作成および管理できます。 

■ JIRA。 ユーザ ストーリーおよび問題を一箇所から管理します。 各ユー

ザ ストーリーの問題に関するバックログおよびレポートで、問題を追

跡します。 

■ HP Quality Center （Quality Center）。 各ユーザ ストーリーから製品品

質を直接追跡します。 
 

■ コード パッケージ履歴および変更を追跡する CA Software Change 

Manager （CA SCM）。 

他の製品との統合の詳細については、「CA Clarity™ Agile 統合ガイド」を参

照してください。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

他の製品との統合の有効化 (P. 53) 

他の製品との統合の無効化 (P. 55) 

CA Clarity™ Agile 製品を Quality Center 製品にマップします。 (P. 55) 
 

他の製品との統合の有効化 

以下のツールとの統合を有効にできます。 

■ JIRA 

■ HP Quality Center 

■ CA Software Change Manager 
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次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［グローバル設定］をクリック

します。 

［グローバル設定］ページが表示されます。 

2. 統合を有効にする製品を選択します。 

JIRA との統合 

JIRA との統合が有効かどうかを指定します。 このチェック ボック

スがオンの場合、JIRA からインポートされる問題の［詳細］ページ

に［JIRA で表示］フィールドが表示されます。 
 

JIRA URL 

Issue Sync Service を使用して JIRA で作成され CA Clarity™ Agile にイ

ンポートされた問題に対して、JIRA サーバの URL を定義します。 問

題が JIRA と同期される場合、問題の［詳細］ページ上の［JIRA で

表示］フィールドは、この URL を表示します。 CA Clarity™ Agile に

ログイン中に、この URL をクリックして、JIRA で問題を表示でき

ます。  

例： http://jira.ca.com/browse/ (ここで、 jira.ca.com はホスト名を表

わし、browse は問題が存在するディレクトリを表わします。 
.   

Quality Center と統合 

Quality Center との統合が有効かどうかを指定します。 
 

CA Software Change Manager との統合 

CA Software Change Manager（CA SCM）との統合が有効かどうかを

指定します。 CA SCM と統合して、ユーザ ストーリーに関連する

パッケージに関する情報を表示できます。 
 

重要： 統合を実行するには、CA Software Change Manager をインス

トールして設定します。 「CA Software Change Manager 

Implementation Guide」および「CA Software Change Manager 

Administration Guide 」を参照してください。 

要件変更管理 

［要件変更管理］が有効かどうか指定します。 選択すると、CA 

Clarity™ Agile で承認の要件変更要求をサブミットすることができ

ます。 

注： これは製品統合ではありません。 

3. 変更を保存します。 
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他の製品との統合の無効化 

いつでも、他の製品との統合を無効にできます。  

注： ［統合］ページで統合オプションをオフにしても、ツールに関連する

フィールドが非表示になるだけです。 このアクションは、バックグラウ

ンドで実行される同期ジョブに何の影響も及ぼしません。 パッケージ、

問題およびケースは、ツールから継続して更新されます。 統合を完全に

無効にするには、他の製品から同期ジョブを無効にします。  
 

詳細については、「CA Clarity™ Agile 統合ガイド」を参照してください。 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［設定］から［グローバル設定］をクリック

します。 
 

2. 該当するチェック ボックスをクリアします。 

■ JIRA との統合 

■ Quality Center と統合 

■ CA Software Change Manager との統合 

3. 変更を保存します。 
 

CA Clarity™ Agile 製品を Quality Center 製品にマップします。 

Quality Center プロジェクトに CA Clarity™ Agile 製品をマップする前に、QC 

統合を有効にするように CA Clarity™ Agile を設定します。 

プロジェクトをマップした後に、Quality Center でこのプロジェクトを削除

すると、このプロジェクトは CA Clarity™ Agile のマッピング リストから削

除されます。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ［管理］をクリックし、［アプリケーション］から、［製品］をクリッ

クします。 

［製品］ページが表示されます。 

2. ［新規製品］をクリックするか、または既存のプロジェクトの［詳細］

をクリックします。 
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3. ［HP Quality Center］セクションで、［この製品のマップ先］ドロップ

ダウンから［Quality Center］プロジェクトを選択します。 

4. 変更を保存します。 
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Force.com によって提供される Data Loader を使用して、データを一括して

インポートできます。 データのインポートには、CSV ファイルを使用して

ください。 Data Loader をダウンロードするには、管理者またはスーパー

ユーザの権限が必要です。 

注： 文書化された時点で、以下の手順は正確でした。 ただし、Data Loader 

は Force.com のアプリケーションであるため、Force.com によるアプリケー

ションの変更によって、この手順が使用できなくなる場合があります。 
 

次の手順に従ってください： 

1. ヘッダで［セットアップ］をクリックします。 

Salesforce.com  の［Setup］ページが表示されます。 

2. ［Administration Setup］メニューで［Data Management］をクリックし

ます。 

［Data Management］ページが表示されます。 
 

3. ［Data Management］セクションで、［Download the Data Loader］をク

リックします。 

4. Data Loader のインストール 

5. Deta Loader を開始し、［Cancel］をクリックして［Welcome］ページ

をクローズします。 
 

6. ［Settings］をクリックし、［Settings］を選択します。 

［Settings］ウィンドウが表示されます。 
 

7. 以下の情報を入力して、［OK］をクリックします。 

サーバ URL 

https://login.salesforce.com 
 

プロキシ ホスト 

 会社のプロキシの詳細 
 

プロキシ ポート 

会社のプロキシ ポート 
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プロキシ ユーザ名 

会社のプロキシ ユーザ名 
 

プロキシ パスワード 

会社のプロキシ パスワード 
 

8. ユーザ名とパスワードを使用してログインします。 

注： 参照オブジェクトの ID を取得するか、詳細ページで ID を表示するに

は、オブジェクトをエクスポートし、ID カラムを参照します。 
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付録 A: CA Clarity™ Agile プロファイル 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Agile/Requirements スーパーユーザ (P. 59) 

Agile/Requirements ユーザ (P. 60) 

Agile スーパーユーザ (P. 61) 

Agile ユーザ (P. 62) 

Requirements スーパーユーザ (P. 62) 

Requirements ユーザ (P. 63) 
 

Agile/Requirements スーパーユーザ 

このプロファイルを持つユーザは、CA Clarity™ Agile データに対する管理者

権限を持っていますが、Force.com オペレーティング環境に対する管理者

権限は持っていません。  

スーパーユーザは、以下を表示、作成、編集、削除できます。 

■ ユーザ 

■ エピック 

■ 機能 

■ かんばんボード 

■ 製品 

■ リリース 

■ 要件 

■ ロール 

■ スプリント 

■ ユーザ ストーリー 

■ タスク 

■ チーム 

■ テーマ 
 



Agile/Requirements ユーザ 
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Agile/Requirements ユーザ 

このプロファイルを持つユーザには、以下のタスクを行う権限があります。 

以下の表示、作成、編集、削除。 

■ エピック 

■ 機能 

■ 製品 

■ リリース 

■ 要件 

■ ユーザ ストーリー 

■ タスク 

■ チーム 

■ テーマ 
 



Agile スーパーユーザ 
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Agile スーパーユーザ 

このプロファイルを持つユーザは、［管理］メニューにリストされている

フィーチャーを使用して、以下のタスクを実行できます。  

製品メンバシップに関わらず、以下を表示、作成、編集、または削除でき

ます。 また、スーパーユーザには、チームのメンバであれば、その製品

に参加する権限があります。 

■ ユーザ 

■ 製品 

■ リリース 

■ スプリント 

■ チーム 

製品チーム内であれば、以下を表示、作成、編集、または削除できます。 

■ エピック 

■ かんばんボード 

■ タスク 

■ テーマ 

■ ユーザ ストーリー 

 
 



Agile ユーザ 
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Agile ユーザ 

このプロファイルを持つユーザには、以下のタスクを行う権限があります。 

以下の作成、編集、削除。 

■ エピック 

■ タスク 

■ チーム 

■ テーマ 

■ ユーザ ストーリー 

以下の詳細の編集。 

■ ユーザ 

■ 製品 

■ リリース 

■ スプリント 

Agile ユーザが選択できるのは、自分がメンバである製品のみです。 
 

Requirements スーパーユーザ 

このプロファイルを持つユーザは、要件データに対する管理者権限を持っ

ていますが、Force.com のオペレーティング環境に対する管理者権限は

持っていません。 Requirements スーパーユーザは、［管理］メニューにリ

ストされているフィーチャーを使用して、以下のタスクを実行できます。 

■ ユーザ、ロール、ペルソナの追加。 

■ 以下の作成と管理。 

– 機能 

– 製品 

– リリース 

– 要件 
 



Requirements ユーザ 
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Requirements ユーザ 

このプロファイルを持つユーザは、以下のタスクを実行できます。 

以下の作成と管理。 

■ 機能 

■ ペルソナ 

■ 製品 

■ リリース 

■ 要件 

製品が割り当てられたユーザは Agile ページを表示し、Agile メニューから

以下のいずれかのタスクを行うことができます。 

■ テーマの作成、編集、削除。 

■ ユーザ ストーリーおよびタスクの作成、編集、管理。 

■ スクラム チームの編集。 

■ スプリントへの参加。 
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付録 B: CA Clarity™ Agile Team Edition から 

Enterprise Edition へのアップグレード 
 

旧リリースからのアップグレードの詳細については、そのリリースの「実
装ガイド」を参照してください。 

1. support.ca.com を開きます。 

2. ［Product Finder］から CA Clarity™ Agile を選択します。 

3. ［Bookshelves］をクリックします。 

4. 該当リリースのマニュアル選択メニュー リンクをクリックします。 

5. ［Product Documentation］セクションにスクロールします。 

6. 実装ガイドを見つけます。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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